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前回質問事項への回答 

高知県立療育福祉センター 

参考２ 

 
○療育手帳の判定は、一日に何件ぐらい処理しているか。 
 
○何人で何件処理しているか。 
 
○待機者はどれぐらいいるか。 
 
○新規一件でどれくらいの時間がかかるか。 

療育手帳新規判定の所要時間 

イ
ン
テ
｜
ク
面
接 

心理判定：本人 
（知能検査等） 

調査・聞き取り：親 
(社会生活能力調査等） 

医学判定 

心理判定員 

福祉司 

医師 

20分 50分～1時間30分 30分 
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相談通園部・相談担当の体制 

      職     種 平成23年度 平成24年度 

相談通園部長    （福祉司）     １     １ 

相談担当チーフ （心理判定員）     １     １ 

福祉司     ４     ３ 

心理判定員     ３     ３ 

非常勤職員     １     １ 

療育手帳新規判定の判定数 

新規判定日・・・・毎月 第１、第３木曜日 
 
１日の枠数・・・・ ３（９：３０  １３：００  １５：００） 
 
１枠あたり２ケース判定実施 
                 １日あたり６ケース 
 
 
 
 
 
            

＊手帳判定以外に、判定依頼ケースや重心ケースの判
定が入る場合あります。 
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療育手帳新規申請待機者数 
平成23年度 

前年度
残数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

申請 
（電話） 

２２ １６ １５ １３ １９ １５ ２０ １６  ８  １０ １３ １０ 

実施 １０  ６ １８ １４ １８ １６ １７ １０ １５ １３ １７ １８ 

残 １０ ２２ ３２ ２９ ２８ ２９ ２８ ３１ ３７ ３０ ２３ ２３ １５ 

前年度
残数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

申請 
（電話） 

１５ １４ ２１ １０ １２ １６   

実施 １８ １４ ８ １２ １１ １１ 

残 １５ １２ １２ ２５ ２３ ２４ ２９ 

平成24年度 

療育手帳１８歳以上の新規取得について 

◎知的障害者とは？ 

  厚生省「平成１２年知的障害児（者）基礎調査」 

   「知的機能の障害が発達期（おおむね１８歳まで）にあらわれ、日常生
活に支障が生じているため、何らかの援助を必要とする状態にあるもの」 

 

◎高知県「療育手帳判定実施要領」 

      （平成２０年３月２６日高知県健康福祉部長通知） 

  １ 判定の対象者について 

   （１） 判定の対象者は、生まれる以前あるいは生後の何らかの原因に 

      よって発達期に知的機能の障害があらわれ、生活、学習、労働  

      などの日常生活の営みに支障をきたす可能性があるため、医療、 

      福祉、教育、職業などの面で特別な支援を必要とするものである。 

   （２） おおむね１８歳までに対象となる障害が認められたものを判定の 

      対象とする。 
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18歳以上の新規申請の流れ 

１、サービスの利用を希望しているか 
２、サービスに手帳が必要かどうか？ 

   ３、手帳交付は出来ないが現在の状況に
ついて判定することは可能。 

受理の判断 

判
定
会 

書類提出が難し
い場合 証明あり 

市町村への
助言 証明なし 

証明あり 

証明なし 

再検討 
＊在学証明書 
＊他・学校・医療機関等の記録等 


